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夢の実現に向けて・・・ 

 自分は将来どんな仕事をしたいのか。どんな人間になりたいのか。 

このような自分の『未来設計』を子どもたちはしているでしょか？低学 

年の児童は将来の仕事は憧れと重なる部分があると思いますが、高学年  花壇に咲くパンジー 

には具体的に考えられる児童がいると思います。『未来設計』と聞いてもピンとこないかもわか

りませんが、今、将来に向けて努力しておけば役に立つことがあります。 

 一つ目は、自分の長所と短所を知り、自分を鍛え、向上させるための努力をすること。自分の

長所と短所がわからない子には、周りの大人が教えてあげるといいですね。 

 二つ目は、自分のことは自分でやり通すような実践をすること。 

 三つ目は、失敗を他人のせいにするのでなく、自己反省をし、次に生かすこと。 

 四つ目は、「何を」「いつ」「どのようにしていったらよいか」を考え、一日一日の生活設計を

立てて実行すること。この実践は少しレベルが高いですが・・・。 

 まだまだ他にも『未来設計』のために、今できることはあると思います。ご家族で、 

我が子の人生がよりよいものとなるように話をされてみるのも良いかと思います。 
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心優しい、本校のこどもたち！ ！   校舎前の花壇の草抜きをしていると、下校中の１・３年生の数名が「校

長先生、ご苦労様です」「校長先生、がんばってください」と声をかけてくれました。疲れていた私の体にエネル

ギーが供給され、さらに３０分草抜きをすることができました。昼休みに６年生とバスケットボールをしている

時、子どもと接触し足がもつれて転倒した私に「大丈夫ですか」と声をかけ、起こしてくれた男の子。 

衣服に付いていた泥を優しく取り払ってくれた女の子。少々体に痛みはありましたがお陰様 

でバスケットボールを続けることができました。本校の子どもたちって、心優しいですね。 

こんな子どもたちに囲まれて仕事ができるって、最高です。（湊谷体験） 

【低学年】○漢字ノートがなくなるくらい毎日こつこつと勉強していて、本当にすごいと思いました。自分で決め

たことを毎日続けられるのは、大人になっても大切なことだと思います。すばらしいです。 

○年末年始に遅くまでテレビを見てしまう日が続いてしまった。朝が遅くなると一日も短く、体を動かす時間も減

ってしまった。家族の健康のためにも、やはり早寝早起きは基本であると実感した。 

○人に言われなくても、自分から「何かお手伝いない？」と聞いてくれるようになりました。学校の中や地域の中

でも同じようにできるようになってほしいです。 

 

冬休みチャレンジ「わが家のやくそく」 ～保護者の感想～ 

【中学年】○冬休みの間、食器洗いを手伝ってくれたので、家事を大変スムーズに行うことができ、大変助かりま

した。最初の頃は、洗うのも時間がかかっていましたが、今はすごく早く、丁寧に洗っていて上手です。有り難う。 

○冬休み中、よく外で遊べました。寒さに負けず、外で体いっぱい使って動くと体も温かくなりました。お正月ら

しい遊びや雪遊びもできました。しっかり体を動かしたので、病気にもならずに過ごせました。 

○一緒に料理をするのは楽しかったです。包丁の使い方も上手で安心して見てられました。洗い物もしてくれて、

少し大変だったみたいですが助かりました。 

 

【高学年】○できる限り家族一緒に食事をとることができたと思います。今日一日あったことを話したり、自分の

好きな話題を出したりして楽しく食事がとれたと思います。 

○お休みに入るとどうしても早寝早起きができなくなってしまうので、そうならないように家族みんなで意識して

取り組みました。勉強したり、お掃除したり、朝型にすることで去年よりできることが増えたような気がします。 


